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香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

　

明
治
32
年
、
与
謝
野
寛
は
新

詩
社
を
設
立
。
高
村
光
太
郎
、

金
田
一
京
助
、
与
謝
野
晶
子
、

相
馬
御
風
、
石
川
啄
木
、
北
原

白
秋
、
木
下
杢
太
郎
な
ど
が
社

友
と
な
り
、
機
関
紙
「
明
星
」

は
同
人
数
２
０
０
人
を
超
え
る

規
模
に
成
長
。
歌
人
に
限
ら
ず

多
く
の
芸
術
家
を
集
約
、
育
成

し
ま
し
た
。
寛
が
日
本
近
代
浪

漫
派
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、

鋭
い
鑑
識
眼
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
、
「
明
星
」
以
降
多
数
の

芸
術
家
輩
出
に
つ
な
が
っ
た
と

い
え
ま
す
。

　

吉
井
勇
も
寛
に
師
事
し
た
一

人
で
あ
り
、
彼
の
浪
漫
主
義
の

情
熱
的
な
歌
に
強
く
惹
か
れ
、

明
治
38
年
に
入
社
し
ま
し
た
。

勇
へ
の
、
寛
の
教
え
は
一
言
、

「
歌
は
禅
の
如
き
も
の
に
御
座

候
」
で
し
た
。

　　

本
展
で
は
、
与
謝
野
寛
の
文

学
界
に
及
ぼ
し
た
強
い
影
響
力

と
、
勇
が
師
と
仰
い
だ
彼
の
魅

力
を
、
自
筆
作
品
、
書
籍
な
ど

を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

10
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　

〜
12
月
１
日
（
月
）

【
開
催
場
所
】
吉
井
勇
記
念
館

与
謝
野
寛

　

（
１
８
７
３
〜
１
９
３
５
）

京
都
府
西
本
願
寺
支
院
、
願
成

寺
に
生
ま
れ
る
。

明
治
25
年
、
新
国
学
を
唱
え
て

い
た
落
合
直
文
に
師
事
。

明
治
32
年
、
新
詩
社
を
設
立
、

「
明
星
」
を
刊
行
。

与
謝
野
晶
子
を
妻
と
し
、
後
に

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
と

な
る
。

著
書
に
歌
集
『
東
西
南
北
』

『
鉄
幹
子
』
、
晶
子
と
の
共
著

『
霧
島
の
歌
』
な
ど
が
あ
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58

－

２
２
２
０

与
謝
野
寛
（
鉄
幹
）
特
別
展

与
謝
野
寛
（
鉄
幹
）
特
別
展

与
謝
野
寛
（
鉄
幹
）
特
別
展

　

高
知
市
在
住
の
日
本
画
家
・

山
本
卓
子
さ
ん
の
画
業
を
振
り

返
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
岩
彩
（
さ
ま
ざ
ま
な
鉱

石
や
貴
石
等
を
砕
い
て
作
ら
れ

た
粉
末
状
の
絵

具
を
用
い
て
描

か
れ
た
絵
）
と

水
墨
画
（
墨
の

濃
淡
を
生
か
し

た
墨
絵
）
の
魅

力
を
た
っ
ぷ
り

と
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
作
品

群
が
並
ん
で
い

ま
す
。

　

山
本
卓
子
さ
ん

は
、
１
９
３
１
年

京
都
に
生
ま
れ
ま

す
。
１
９
５
０
年

に
文
展
作
家
で
あ

る
嶋
内
松
南
先
生

に
師
事
。
翌
年
に
は
第
５
回
高

知
県
展
に
初
入
選
し
ま
す
。
そ

の
後
、
第
11
回
・
16
回
・
18
回

と
特
選
を
受
賞
し
、
県
展
無
監

査
に
な
り
ま
す
。
１
９
６
３
年

の
第
１
回
文
部
省
選
抜
展
出
品

を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
公
募

の
院
展
に
入
選
を
重
ね
、
１
９

９
０
年
に
は
日
本
美
術
院
院
友

に
推
挙
さ
れ
ま
す
。
仏
像
を
テ

ー
マ
に
し
た
作
品
も
手
が
け
て

お
り
、
１
９
８
３
年
に
は
高
野

寺
に
「
真
言
宗
13
仏
尊
像
」
15

幅
を
奉
納
し
、
本
堂
に
奉
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
今
回
展
示
し

て
い
ま
す
四
国
八
十
八
カ
所
の

霊
場
を
描
い
た
水
墨
画
90
点
も

同
じ
く
高
野
寺
に
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

写
真
の
作
品
「
持
明
使
者
の

像
」
は
１
９
９
０
年
の
第
75
回

院
展
入
選
作
品
で
す
。
古
い
仏

像
が
２
体
描
か
れ
て
い
ま
す

が
、
歴
史
を
超
え
、
祈
り
の
対

象
と
し
て
守
り
継
が
れ
て
き
た

大
き
な
存
在
感
が
、
見
る
人
の

心
を
捕
え
る
作
品
で
す
。
静
か

に
た
た
ず
む
姿
に
思
わ
ず
手
を

合
わ
せ
た
く
な
る
よ
う
な
崇
高

さ
を
感
じ
ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
、
四
国
八
十
八

カ
所
の
霊
場
を
す
べ
て
描
く
と

決
心
し
、
数
カ
寺
ず
つ
回
り
、

最
後
に
高

野
山
を
描

き
、
仕
上

げ
た
作
品

は
「
墨
絵

お
四
国
」

の
本
に
ま

と
め
ら
れ

て
出
版
さ

れ
て
い
ま

す
。
す
で

に
お
四
国

巡
り
を
さ

れ
た
方
、
こ
れ
か
ら
巡
り
た
い

と
思
わ
れ
て
い
る
方
必
見
の
展

覧
会
で
す
。
ど
う
ぞ
、
お
誘
い

合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

（
館
長
・
北　

泰
子
）

「日本画の魅力ー山本卓子展」
　１１月１５日（土）～１２月２１日（日）

タカコ
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市
立
図
書
館

第
62
回
「
読
書
週
間
」

　
【
期
間
】
10
月
27
日
（
月)

〜

11
月
９
日
（
日
）

【
標
語
】
お
も
わ
ぬ
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
立
図
書
館
で
は
、
読
書
週

間
に
あ
わ
せ
て
「
お
は
な
し

会
」
を
計
画
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

☆
お
は
な
し
会
（
本
館
）

【
日
時
】
11
月
８
日
（
土
）  

10
時
30
分
〜
11
時
10
分

【
場
所
】
市
立
図
書
館

【
講
師
】
野
本
秀
子
さ
ん

【
対
象
】
幼
児
・
小
中
学
生
・

保
護
者

☆
文
化
展
お
は
な
し
会

　
　
　
　
　
　

（
物
部
分
館
）

【
日
時
】
11
月
15
日
（
土
）  

９
時
30
分
〜
、
11
時
〜

【
場
所
】
奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ

【
対
象
】
幼
児
・
小
中
学
生
・

保
護
者

☆
英
語
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

　
　
　
　
　
　

（
香
北
分
館
）

【
日
時
】
11
月
16
日
（
日
） 

10
時
30
分
〜
11
時
10
分

【
場
所
】
香
北
分
館

【
講
師
】
福
留
彩
加
さ
ん

【
対
象
】
幼
児
・
小
中
学
生
・

保
護
者 

 

☆ 
ミ
ニ
展
示

・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
指

定
図
書
（
本
館
）

・
「
英
語
で
楽
し
む
本
」
（
香

北
分
館
）

　　

新
着
本
の
紹
介
（
市
立
図
書
館
）

〔
大
人
向
け
〕

▽
グ
ラ
ニ
テ
（
永
井
す
る
み
）

▽
ひ
か
り
の
剣
（
海
堂
尊
）
▽

母
が
重
く
て
た
ま
ら
な
い
（
信

田
さ
よ
子
）
▽
テ
ン
ペ
ス
ト

上
・
下
（
池
上
永
一
）
▽
折
れ

な
い
心
の
作
り
方
（
齋
藤
孝
）

▽
訣
別
の
森
（
末
浦
広
海
）

〔
子
ど
も
向
け
〕

▽
ウ
ェ
ン
王
子
と
ト
ラ
（
チ
ェ

ン
・
ジ
ャ
ン
ホ
ン
）
▽
よ
り
み

ち
せ
ん
べ
い
（
山
崎
克
己
）
▽

き
に
な
る
と
も
だ
ち
（
内
田
麟

太
郎
）
▽
犬
や
ね
こ
が
消
え
た

（
井
上
こ
み
ち
）
▽
１
０
０
か

い
だ
て
の
い
え
（
い
わ
い
と
し

お
）

おすすめの

 １冊

たのしい

　　　ム－ミン一家

（作：トーベ・ヤンソン）

　自分にとっては３０年ぶりの再会、ムー

ミン、ニョロニョロ、スナフキン、じゃ

こうねずみ･･･。登場人物（？）たちの突

飛なひらめきやどうしようもなく正直な

行動に、いつの間にかほのぼのと共感さ

せられます。大人も十分に幸せを感じる

ことができる１冊です。              

　　　　　　　  ４０代女性（土佐山田町）

スポーツを満喫しましょう。ここちよい汗を流しませんか？

ファミリースポーツフェスティバルｉｎ土佐山田スタジアム

どなたでも自由に参加できます!!　参加受付は、当日、土佐山田スタジアムで。
　

【日時】　１１月２９日（土） 正午～１６時（雨天時：１２月６日（土）に延期）
　

【スポーツ体験コーナー】

　■ペタンク、ディスクゴルフ、グラウンド・ゴルフ

　（土佐山田スタジアムグラウンド内）

　■ゲートボール（土佐山田スタジアム南　秦山公園ゲートボール場）
　

【お楽しみコーナー】

　■各種スポーツゲーム、レクリエーション等（土佐山田スタジアム内）

【主催】　香美市体育指導委員会　香美市教育委員会

【問い合わせ先】　生涯学習課　社会体育係　☎５３－１０８２




